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論 文 内 容 の 要 旨
テアフラビン（TFs）は紅茶に含まれる主要なポリフェノールで，抗炎症および骨吸収抑制作用が知られているが，
歯周炎に対する効果を明らかにした研究は未だない。本研究は，ラット上顎第一臼歯に結紮糸で惹起した実験的歯周炎
の部位に対し，TFs 濃度１mg/mL（TF１），１０mg/mL（TF１０），１００mg/mL（TF１００）を１日１回局所投与し，１週
後の歯周組織の病理組織学的変化を観察するとともに，定量的RT-PCR による歯肉の炎症性サイトカインおよび破骨
細胞関連因子のmRNA発現を解析した。また，Micro-CT により歯槽骨の形態および体積変化を解析し，以下の結論
を得た。
１）病理組織学的観察において，対照群（結紮のみの群），TF１群と比較して，TF１０群およびTF１００群では，炎症
細胞浸潤，CD４５陽性細胞数，またTRAP陽性破骨細胞数が有意に減少した。
２）mRNA解析において，対照群と比較して，TF１０群およびTF１００群では，IL-6，IL-8，Mmp-9および Ranklの
遺伝子発現量が有意に減少した。
３）Micro-CT 解析において，対照群と比較して，TF１０群およびTF１００群では，骨吸収および骨体積の減少が有意
に抑制された。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，実験的歯周炎を惹起したラット歯周組織に対する，TFs 局所投与の影響を検討したものである。その結
果，TFs が歯周組織の炎症および骨吸収を抑制する可能性が示され，歯周病に対する有効性が示唆された。
これらの知見は，新たな歯周治療法を提案するものであり，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値
するものと審査する。
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